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つ
が
る
克
雪
ド

ー
ム
（
仮称
】着
工
 

ー
平

成
十
四

年
三

月
完
成

を
目
指
し

て

ー
 

県
内
で
初
め
て
の
開
閉
式
多
目
的
ド
ー
ム
「
つ
が
る
克
雪
ド

ー
ム
 

（仮
称
）
」
の
起
工
式
が
四
月
二
十
八
日
、
唐
笠
柳
字
藤
巻
の
建
設
現
場

で
行
わ
れ
平
成
十
四
年
三
月
の
完
成
を
目
指
し
て
本
体
工
事
が
着
手
さ

れ
ま
し
た
。
 

5.15 No.951 
3月31日現在 （ ）内は前回比、男23 ,  982 (+ 163）女26 , 737 (+81）計50 , 719 (+ 244）世帯18 , 294 (+ 170) 

克雪ドームは、約 7万 3千平方メートルの敷地に総工費約36億円で建設

され、建築面積、約1万 2千平方メートルで、高さ約42メートルのドーム

の広さは両翼86メートル、センタ-85メートル。野球、ソフトボールや 1 

周 200メートルのトラックとして使用できるほか、サッカー、テニス、ゲ 

ートボール等にも利用できます。 
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「四
季
を
通
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
、
 

ま
た
津
軽
半
島
地
域
交
流
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
」
 
と
ドー
ム
建
設
の
意
義
を
語
り
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
く
わ
入

れ
を
す
る
木
村
知
事
。
 



あ
な
た
の
一
枚
で
日
本
は
変
わ
り
ま
す
H
 

十
月
一
日
は
月
勢
調
査
の
日
 

」 

「
国
勢調
査
の
あ
れ
こ
れ
 

』
⑨
可
 
回
母

A
 

＠
 
調
査
員
は
ど
ん
な
人
な
の
っ
 

A
 調
査
票
を
配布
、
回
収
す
る
国
勢

調
査
員
は
、
市
長
の
推
薦
に
よ
り
総

務
庁
長
官
が
任
命
す
る
非
常
勤
の
国

家
公
務
員
で
す
。
一
人当
た
り
約
五

十
世
帯
を
受
け
持
ち
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
お
住
ま
い
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
、
夜
間
に
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

＠
 
ど
う
し
て
も
答
え
な
け
れ
は
い
け

な
い
の
っ
 

A
 も
し
も
、
調
査
票
が
提
出
さ
れ
な

か
っ
た
り
正
し
い
申
告
が
さ
れ
な
か

っ
た
り
す
る
と
、
誤
っ
た
統
計
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と

を
防
ぐ
た
め
、「統
計
法
」
と
い
う
法

律
で
、
申
告
義
務
に
つ
い
て
規
定
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、国
勢
調
査
に

参
加
す
る
こ
と
は
、私
た
ち
の
義
務

の
ー
つ
な
の
です
。
 

＠
 
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
る
の
？
 

A
 調
査
を
す
る
人
が
、
調
査
の
結
果

を
他
人
に
も
ら
し
た
り
、
統
計
を
つ
 

く
る
目
的
以
外
に
調
査
票
を
使
った

り
す
る
こ
と
は
法律
で
固
く
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
調
査
票
は
外

部
の
人
の
目
に
ふ
れ
な
い
よ
う
厳
重
 

に
保
管
さ
れ
、
集
計
後
は
す
べ
て
溶

か
し
て
再
生
紙
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。
調
査
票
に
書
か
れ
た
こ
と

が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
》」
 

安
心
く
だ
さ
い
。
 

＠
 
調
査
結
果
は
ど
ん
な
こ
と
に
使
わ

れ
る
の
っ
 

A
 例
え
ば
、
議
員
定
数
や
地
方
交
付

金
を
決
め
た
り
、
都
市
計
画
や
社
会

福
祉
政
策
、
経
済
計
画
、
防
災
計
画

な
ど
を
立
て
た
り
す
る
と
き
の
基礎

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の

ほ
か
に
も
、
将
来
人
口
の
予
測
や
人

口
分
析
な
ど
の
研
究
、
企
業
の
製
品

開
発
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
調

査
結
果
が
使
わ
れ
ま
す
。
 

＠
 
ほ
か
の
国
で
も
同
じ
よ
う
な
調
査

を
し
て
い
る
の
？
 

A
 統
計
の
作
成
を
目
的
と
し
た
同
じ

よ
う
な
調
査
は
、
現
在
、
世
界
約
一
一

百
の
国
・
地
域
で行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

特
に
、
今
年
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
は
、
 

日
本
だ
け
で
な
く
ア
メ
リ
カ
合
衆国
、
 

中
国
、
韓
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
 

オ
r
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
、多
く
の
国

で
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
あ

な
た
が
提
出
す
る
今
回
の
調
査
票
は
、
 

日
本
だ
け
で
な
く
、
二
十
一
世
紀
の

地
球
全
体
の
未
来
を
描
く
た
め
の
デ
 

ー
タ
に
な
る
の
で
す
。
 

十
月
一
日
、
国
勢
調
査
が
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査
は
、
日
本

に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
が
対
象
に

な
る
大
規
模
な
統
計
調
査
で
、
特
に
今

回
は
、
間
近
に
迫
っ
た
一
干
一
世
紀
の

ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
基
礎
資
料
を
得
る

た
め
の
大
切
な
調
査
で
す
。
 

日
本
で
最
初
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ

た
の
は
、
今
か
ら
八
十
年
前
の
一
九
一
一

〇

（
大正
九
）
年
の
こ
と
で
した
。
 

以
来
、
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
実
施
さ

れ
、
今
回
で
十
七
回
目
を
迎
えま
す
。
 

国
勢
調
査
は
、
単
に
人
口
を
調
べ
る

た
め
に
だ
け
行
わ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
調
査
の
結
果
は
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
た
め
の
貴
重
な

基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。
 

例
え
ば
、
い
ま
日
本
は
、
少
子
化
や

高
齢
化
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
の
少
子
・
高
齢社
会
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
住
宅
、
福
祉
、
交
通
、
 

雇
用
面
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の

対
策
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
国
勢
調
査

の
結
果
は
、
こ
う
し
た
私
た
ち
の
将
来

の
生
活
を
支え
る
た
め
の
デ
ー
タ
に
な

る
も
の
な
の
です
。
 

ま
ず
、
九
月
の
下
旬
に
調
査
員
が
皆

さ
ん
の
お
宅
に
お
伺
い
し
、
世
帯
ご
と

に
調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。
調
査
票

が
届
い
た
ら
、
 「調
査
票
の
記
入
の
し

か
た
」
を
よ
く
読
ん
で
、普
段
住
ん
で

い
る
人
を
も
れ
な
く
記
入
し
ま
す
。
 

普
段
住
ん
で
い
る
人
と
は
、
十
月
一

日
現
在
、
日
本
に
、
①
す
で
に
三
カ
月

以
上
住
ん
で
い
る
人
、②
十
月
一
日
の

前
後
を
通
じ
て
三
カ
月
以
上
住
む
こ
と

に
な
っ
て
い
る
人
を
い
い
ま
す
。
 

調
査
す
る
内
容
は
、
世
帯
全
員
の
男

女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
修
業
状
態
、
 

通
勤
・
通
学
地
、
住
居
の
種
類
な
ど
、
 

全
部
で
二
十
二
項
目
で
す
。
 

調
査
票
は
 
「マ
ー
ク
・
数
字
記
入
方

式
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
項

目
の
下
に
付
け
ら
れ
た
〇
印
を
黒
鉛
筆

で
●
の
よ
う
に
塗
り
つ
ぶ
し
た
り
、
数

字
を
記
入
し
た
り
し
て
回
答
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
集
計
は
機
械
に
か
け
て

行
い
ま
す
の
で
、
調
査
票
を
汚
さ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

調
査
票
は
、
調
査
員
が
受
け
取
り
に

お
伺
い
し
ま
す
。
記
入
に
関
し
て
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
調
査
員
に
遠

慮
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

一
干
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の

た
め
に
、
十
月
一
日
の
あ
な
た
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
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十？万？千？百？十？人 ？

●
 

1億●千？百 

③調査票の配布と取り集め 
(9 月23日～10月 9 日） 

調査票とその 「記入のしかた」 を各世帯に
配布し、記入を依頼します。その後、各世

帯を再訪問して、調査票を取り集めます。 

④調査書類の検査と提出 

取り集めた調査票などの書類を検査し、定

められた期日までに市区町村へ提出します。 

①調査員事務打ち合わせ会への出席 
(8 月下旬～ 9 月中旬） 

調査活動の内容や調査票の記入方法などについ 
て説明を受け、仕事のしくみを理解します。 

②調査地域の確認など（ 9 月20日～22日） 

受け持ちの調査地域の範囲をあらかじめ確認し、 

各世帯に調査の周知用のパンフレットを配布し 

ます。 

「？」を埋めるのは、この国に暮らす私たち一人一人です。 

2000年（平成12年）国勢調査で、国勢調査員が行う
仕事は、次のとおりです。 国勢調査員の仕事のあらまし 

国
勢
調
査
員
募集
の

お

知
ら

せ
 

企
画
課
統
計
係
 
内
線

4
6
2
 (

 

図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
 

新
学
校
の
校
名
に
は
、
 

三
つ
の
学
校
が
互
い
に

固
く
結
び
あ
い
、
そ
し

て
心
豊
か
に
、
明
る
く
 

、
 

元
気
に
、
の
び
の
び
と
 
国
 

子
供
た
ち
が
成
長

し
て
い
く
こ
と
を

願
っ
た
希
望
の
輪
、
 

rn
l輪
（
みつ
わ
）」
 

と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

ー
今
年
で
最
後
の
運
動
会
は
 

桜
の
下
で
 

梅
泉
小
学
校
閉
校
記
念
 

運
動
会
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市
で
は
、
今
年
の
十
月
一
日
現
在
で

行
わ
れ
る
国
勢
調
査
の
調
査
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
五
年
に
一
度
の
大
規
模

か
つ
重
要
な
統
計調
査
で
す
の
で
、
市

で
必
要
な
調
査
員
数
も
二
百
七
十
七
名

と
大
変
多
く
、
そ
の
確
保
が
難
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
意
欲
あ
る
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

国
勢
調
査
員
を
引
き
受
け
て
下
さ
る

方
、
詳
し
い
こ
と
を
お
聞
き
に
な
り
た

い
方
は
、
直
接
電
話
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

◇
連
絡
方
法
 
電
話
 

◇
募
集
締
切
 
六
月
二
十
六
日
のま
で

◇
報
酬
 
五
万
一
千
三
百
四
十
円
 

※
一
調
査
区
内
に
数
名
の
調
査
員
が
住

ん
で
い
る
場
合
、
調
査
区
以
外
を
受

け
持
つ
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
 

「国
勢
調
査
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
 

セ
ン
サ
ス
く
ん
で
す
。」
 

統
合
小
学
校
の
校
名
 

‘
 

一一一
輪（
み「
わ
）
小
学校
に
決
定
 

市
内
七
ッ
館
地
区
に
、
平
成
十
三
年

四
月
の
開
校
を
目
指
し
て
建
設
中
の
統

合
小
学
校
の
校
名
が

rl一
一輪小
学
校
」
 

に
決
定
し
ま
し
た
0
 

三
輪
小
学
校
は
、
七
ッ
館
小

・
梅
泉

小
・
栄
小
の
一
部
の
学
区
を
統
合
し
、
 

老
朽
校
舎
と
複
式
学
級
の
解
消
及
び
栄

小
の
過
密
化
を
解
消
し
、
適
性
規
模
の

学
校
を
建
設
し
て
教
育
環
境
の
充
実
を
 

四
月
二
十
九
日
、
 一
足
早
く
梅
泉
小

学
校
で
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
三
十
九
年
の
歴
史
の
あ
る

同
校
が
、
来
年
四
月
、
三
輪
小
学
校
に

統
合
さ
れ
る
の
に
伴
い
今
年
で
最
後
の

運
動
会
を
、
桜
が
咲
く
時
期
に
と
企
画

さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
肌
寒
い
一
日

で
し
た
が
、
児
童
ら
は
桜
の
下
を
一
生

懸
命
走
っ
た
り
、
親
子
で
玉
入
れ
を
し

な
が
ら
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
、
い
い

思
い
出
づ
く
り
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
 



山
菜
採
り
で
の
注
意
 

五
所
川
原
消
防

署
 

容
（
3
5)
2
01
9
 

あ
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
 

「コ
ー
ス
走
り
初
め
会
」
 

及
び

「
歩こ
う
会
」
 

 

ギう蔓聖嬰総2H鐘)J -5 響r-二 
走り初め会」及て)ン I 歩こう会」 が行われ集ま
った市民200人‘らは心地よい汗を流しました。 

 

平
成
十
ニ
年
春
の
叙
勲
者
 

勲
六

等
瑞
宝

章
 

外
崎
 

清
 
三
さ

ん
（
圭）
 

長
橋
字
広
野
 

消
防

功
労
 

（
元五
所
川
原
市
消
防
団
副
団
長
）
 

受
章
の
喜
び
 

干
八
年
間
消
防
団
員

を
努
め
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
大
変

う
れ
し
い
。
こ
れ
も
一
緒
に
や
っ
て

き
た
仲
間
の
お
陰
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

春
の
山
菜
採
り
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま

し
た
が
昨
年
は
県
内
各
地
で
山
菜
採
り

に
よ
る
遭
難
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
 

入
山
さ
れ
る
方
は
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
 

・

知
ら
な
い
山
や
単
独
で
の
入
山
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
 

・

入
山
場
所
、
帰
宅
予
定
時
間
を
家
族

な
ど
に
知
ら
せ
早
め
の
下
山
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
 

フ
ア
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
研
修
会
 

働
く
婦
人
の
家
 
”

(3
5)8
8
9
8
 

◇
日
時
 
6
月
6
日
因
 

9
時
3
0分
、
1
2時
 

働
く
婦
人
の
家
第
3
講
習
室
 

◇
内
容
 
・
交
通
安
全教
室
「
チ
ャ
イ
 

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
取
り
付
け方
」
 

・

子
ど
も
の
心
と
健
康
に
つ
い
て

講
師
言
語
専
門
指
導
員
福
多
郁
さ
ん

◇
会
費
 
無
料

（
託
児
有）
 

◇
申
込
締
切
 
6
月
2
日
圏
 

※
保
育
園
、
幼
稚
園
の
送
迎
や
農
繁
期

な
ど
の
子
ど
も
の
託
児
に
お
困
り
の
方

は
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

ね
ぷ
た
灘
子
講
習
会
の
開
催
 

五
所
川
原
ね
ぷ
た
嚇
子
の
講
習
会
を

行
い
ま
す
。
申
込
は
不
要
で
す
の
で
、
 

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
 

◇
対
象
 
小
学
生
、
一
般
 

◇
場
所
 
産
経
会
館
5
階
又
  
り
目
は
市
役
所
裏
で
す
）
 

◇
期
日
 
5
月
2
1日

、
7
月
末
 

毎
週
日
曜
日
 
1
9時

、
2
0時

◇
指
導
 
五
所
川
原
ね
ぷた
唯
子
保
存
会
 

五
所
川
原
虫
お＜
り
研
究会
会
員
募集
 

事
務
局
 
商
工
観
光
課内
線
3
9
1
 

今
年
も
虫
お
く
り
の
運
行
に
向
け
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
只
今
、
会
員
募

集
中
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
お
電
話

く
だ
さ
い
。
 

車
両
系
建
設
機
械
及
び
 

不
整
地
運
搬
車
運
転
 

技
能
講
習
開
催
 

商
工
観

光
課
 

内
線

3
9
4
 

出
稼
労
働
者
の
地
元
定
着
を
図
る
一

環
と
し
て
、
出
稼
労
働
者
を
対
象
に
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

小
型
車
両

（3
ト
ン
未
満
）
 

8
月
1
0日
困

1
8
月
1
1日
園
 

●

車
輔
（
3
ト
ン
以
上
）
 

8
月
2
1日
卿

、
8
月
2
2日
因
 

●

不
整
地
運
搬
車
 

8
月
2
4日
困

1
8
月
2
5日
国
 

【
学科
】
 

青
森
県
建
設
会
館
 

青
森
市
安
方
2
丁
目
9
1
1
3
 

【
実
技
】
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
 

実
技
講
習
所
 

十
和
田
市
大
字
伝
法
寺
字
大
窪
2

1
3
8
 

◇
対
象
者
 
出
稼
ぎ
労
働
者
手
帳
を
所
 

持
し
出
稼
ぎ
労
働
を
常
態
と
す
る
者
 

※
受
講
者
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 
 

国
民
年
金
の
変
更
届
は
お
早
め
に
 

国
保
年
金
課
 
内
線
2
1
1
、
2
1
3
 

国
民
年
金
は
、
2
0歳
以
上
6
0歳
未
満

の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
第
1
 

号
被
保
険
者
、
第
2
号
被
保
険
者
、
第
 

3
号
被
保
険
者
の
三
種
類
に
わ
け
ら
れ

ま
す
。
本
人
や
配
偶
者
の
就
職
・
退
職

な
ど
で
国
民
年
金
種
別
が
変
わ
る
と
き

は
、
そ
の
つ
ど
種
別
変
更
の
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
 

第
3
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
配

偶
者
が
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
で
負

担
す
る
の
で
、
本
人
が
納
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
届
出
を
し
な

い
と
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間

と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
第
3
 

号
被
保
険
者
に
該
当
し
た
と
い
う
届
出

が
必
要
で
す
。
 

さ
か
の
ぽ
っ
て
、
第
3
号
被
保
険
者

に
認
め
ら
れ
る
期
間
は
2
年
間
ま
で
で

す
の
で
、
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
（
窓

口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

5

月
3
1日
水
は
 

軽
 
自
 
動
 
車
 
税
 

固
定
資
産
税
（
一
期
）
 

の
納
期
限
で
す
O
 

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
よ
う
。
 収 納 課 
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農
地
法
等
の
許
可申
請
の
 

受
付
締
め
切
り
日
 

変
更
の
お知
ら
せ
 

特
設
人
権
相
談
所
開
設
 

市
民
課
 

内
線
2
2
0
 

平
成
1
2年
度
 

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
 

消
防
本
部
予
防課
費
販

2
ol
9
 内
線
2
5・
4
2
 

（
完成
）
ま
で
 

皆
さ
ま
の
お越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

家
族
間
の
こ
と
、
近
隣
関
係
や
職
場

の
こ
と
、
登
記

・
借
家
に関
す
る
こ
と

差
別
や
名
誉
な
ど
、
秘
密
を
厳
守
し
、
 

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

●

6
月
3
日
田
 
1
0時
契
万

、
1
5時

エ
ル
ム
の
街
 
2
階
文
化
セ
ン
タ

ー
 

内
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ

ー
 

。
（
  3
3
)
  
04
1
1
 

◇
講
習
日
 
7
月
5
日
困
 

◇
講
習
会
場
 
中
央
公
民
館
 

◇
種
 
別
 
給
油
取
扱
所
関
係
 

可
・
3
0ー
1
2・3
0)
 

一
般
取
扱
所
関
係
 

(

1
4・  
0
0、
1
7・  0
0
)
 

◇
受
付
期
間
 

5
月
2
9日
囲

、
6
月
1
6日
園

※
申
込
書
は
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
 

さ
芸
《
又
永
わ

ら
 

題

字
 
斎
 
藤
 
清
 
泉
 

Fュ
＋
●
乃
1
1房
寿
司

叩
β
戸
』
 
ー
短

歌

ー
 

雪
割
リ
て
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
芽
萌
え
出
で
ぬ
春
の
匂
ひ
を
暫
し
喚
ぎ
を
り
 

山
 
上
 

一
 
歩
 

送
迎
車
を
待
「
間
一
刻
庭
に
下
リ
福
寿
草
の
花
数
ふ
な
リ
 関

 

喜
代
栄
 

住
み
飽
き
ぬ
北
国
な
れ
ど
雪
地
獄
祖
の
土
地
守
リ
ま
た
春
を
待
「
 

佐
々
木
 
ト
シ
エ
 

国
税
局
の
元
の
高
官
脱
税
で
逮
捕
の
ニ
ュ
ー
ス
師
走
の
街
に
 

北
 
川
 
要
ニ
郎
 

包
「
る
初
夏
の
さ
や
か
な
こ
の
空
気
施
設
に
臥
し
ろ
る
友
に
届
け
た
し
 

浜
 
山
 
て
 
い
 

雪
原
の
公
園
流
る
る
滝
水
の
め
ぐ
り
に
低
く
霧
の
漂
ふ
 

平 

山 

清 

世 

砂
利
道
を
車
椅
子
札
ま
せ
老
母
と
花
を
め
で
「
「
弘
前
城
珪
 

野
 
呂
 
三
枝

子
 

献
血
の
目
標
を
前
に
病
み
し
子
の
無
念
さ
思
ふ
術
な
き
も
の
か
 

番
 
場
 
允
 
映
 

圧
雪
に
新
芽
の
く
ね
る
ね
ぎ
畑
春
陽
を
浴
び
て
青
さ
増
し
ゆ
く
 

山
 
形
 
礼
 
子
 

雪
ゃ
み
て
雲
洩
る
ひ
か
り
は
居
間
に
咲
く
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ヤ
を
優
し
く
「
「
む
 

下
 
山
 
チ
 
エ
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農
地
法
等
の
改
正
に
よ
り
事
務
の
迅

速
化
を
は
か
る
た
め
、
農
地
の
売
買
・

貸
借
・
転
用
の
許
可
申
請
の
受
付
締
め

切
り
日
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
締
め
切
り
日
は
6
月
か

ら
適
用
し
ま
す
。
 

〇
農
地
の
売
買
・
貸
借
（使
用
貸
借
・

賃
貸
借
）
の
申
請
 

原
則
と
し
て
毎
月
5
日
締
め
切
り

〇
農
地
を
農
地
以
外
に
す
る
申
請
 

（農
地
法
第
4
条
・
第
5
条
）
 

原
則
と
し
て
毎
月
5
日
締
め
切
り

〇
農
地
の
あ
っ
せ
ん

（
売
買

・
貸
借
）
 

の
申
出
 

原
則
と
し
て
毎
月
末
日
締
め
切
り
 

「有
珠
山
火
山
活動
災
害
義援
金
」
 

の
受
付
期
間
を
延
長
し
ま
す
 

日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部

五
所
川
原
地
区
 

「
有珠
山
火
山
活
動
災
害
義
援
金
」
 

の
募
集
期
間
を
1
カ
月
延
長
し
、
6
月
 

2
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
 

く
わ
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
生
活
福

祉
課
内
線
5
3
2
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

   

み
ん
な
で
作
ろ
う

立
侵
武
多
 

気
軽
に
、だ
れ
に
で
も
で
き
る
作
業
で
す
 

商
工
観
光
課
 

内
線
3
9
5
 

立
俵
武
多
製
作
所
 
廿
（3
3)
35
4
0
 

    

    

は
つ
ら
つ
女
性
課
内
線
2
3
4
 

   

 

介
護
者
の
つ
どい
 

ウ
ォ
ー
 
ン
グ
各万
デ
J
ン
ョン
 

参

加
者
募
集
 

 

   

    

た
だ
い
ま
平
成
1
2年
度
出
陣

「軍
配
」
 

市
で
は
、
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

の
製
作
中
で
す
。
 

人
を
対
象
に
心
と
か
ら
だ
の
疲
れ
を
癒

一
度
見
学
を
兼
ね
て
立
侵
武
多
製
作
 

す
た
め
の
 
「健
康
法
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
メ
 

所
へ
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
 

デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
行
い
ま
す
。
 

紙
貼
り
等
の
体
験
も
で
き
ま
す
の
で
、
 
●
日
時
 
6
月
1
日
困
 
1
0時

、
1
4時

き
っ
と
良
い
思
い
出
に
な
る
と
思
い
ま
 
◇
散

策
路
 
焚
珠
山
系
馬
ノ
神
岳
（
当
 

す
。
市
民
の
皆
様
の
手
で
立
侵
武
多
を
 

日
は
、
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。）
 

作
り
ま
し
ょ
う
ノ
 

◇
内
容
 
ゆ
っ
く
り
歩
き
、心
を
静
め
、
 

●

5
月
1
5日

、
7
月
末
頃
ま
で
 

生
き
る
気
力
を
培
う
健
康
法
で
す
。
 

9
時
、
1
7時
 
立
倭
武
多
製
作
所
 
◇

定
員
 
2
0名
 

倉
市

民
文
化
会
館
）
 
◇

申
込
締
切
 
5
月
2
5日
困
 

※
土
・
日
も
製
作
し
て
い
ま
す
。
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

◇
作
業
日
程
（
予
定
）
 

※
参
加
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

5
月
1
5日

、
6
月
3
0日
 
紙
貼
り
 

（
介護
し
て
い
る
方
の
お
世
話
に
つ
 

7
月
1
0日

、
7
月
末
頃
 
色
付
け
 

い
て
等
）
 



どうやって処理すればいいoS? ' '  ’~ ~ ~ ー ’ ■ 

環境対策課 内線231・233 
問い合わせの多い『処理が困難なごみ』の適正処理方法をお知らせいたします。 

下記のごみは市で収集・処理しません。処分する場合は、販売店ノ＼引き取ってもらうか、民間の処理業者に依

頼して下さるようお願い致します。詳し＜は環境対策課まで 

◆販売店ノ＼引き取って貰うか、専門処

理業者、廃棄物回収業者に引き取っ

て貰って下さい。 

◆水銀・ニカド電池は、電気店の回収

ボックスへ。 

◆ガスボンベ・オイル・毒劇物は、販

売店ノ＼引き取って貰って下さい。 

◆これらのごみは市で収集できません。 

又、西部クリーンセンター、五所川原

市ー般廃棄物処分場でも受付しませflお 

て入Jで収集‘処理しないごみ 

臣ー八う 選、 	 ◆水 
ロ〈てノ にIン 

'A二．. 二“ Ni-Cd ',ごマー“ 
2Iく銀・二刀ト電氾 リ’イフ“電” 刀人不ンノ＼ オイル 毒劇核I 	 」三 

そグ図費 駐 
ソフアー 	 iム缶 ホームタンク 

バイク ー‘物急爵 
タイヤ・ホイール 農業用資材・農機具 建築廃材 

ソフアー 

パ
ー
フ
ェク
ト
・
ドーフ
イ
ブ
 

あ
お
も
り
 

5
無
事
故
無
違
反
に
 

3
ケ
月
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

第
1
1

回
 

虫
お
く
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
 

【
チー
ム
構
成
】
 市
内
在
住
の
自
動
車

又
は
二
輪
車
を
運
転
す
る
方
で
チ

ー
 

ム
を
構
成
し
、
1
チ
ー
ム
5
人
の
う

ち
3
0歳
以
下
の
方
が
3
人
以
上
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
。
 

【募
集
チ
ー
ム
数
】
 
五所
川
原
市
7
チ
 

ー
ム
。
県
内
3
0
0
チ
ー
ム
参
加
。
 

【
参加
料
】
 無
料
 

【申
込
締
切
】
 5
月
2
3日
因
ま
で
 

【
チ
ャレ
ン
ジ
期
間
】
 

6
月
1
日
困
、
8
月
3
1日
困
 

【
チ
ャレ
ン
ジ
の
内
容
と
副
賞
】
 

・

3
カ
月
間
無
事
故
無
違
反
 

・

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
調
査
1
時
間

優
秀
チ
ー
ム
認
定
証
と
抽
選
に
よ
り

次
の
副
賞
を
贈
呈
。
 

5
万
円
の
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
 

1
0チ
ー
ム
 

2
万
5
千
円
の
有
料
道
路
回
数
券
 

5
0チ
ー
ム
 

【申
込
方
法
】
 環
境
対
策
課
備
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●

期
日
 
6
月
2
5日
卿
 
小
雨
決
行
 

受
付
 
8
時
1
5分

、
9
時
 

ゼ
ッ
ケ
ン
配
布
 

開
会
式
 
9
時

、
9
時
2
0分
 

(9
時
3
0分
ス
タ
ー
ト
）
 

◇
種
目
 

①
フ
リ
ー
篇
 

②
小
学
校
男
子
5
年
生
・
③
6
年
生
 

5

m
 

1
k
 

④
小
学
校
女
子
5
年
生
・
⑤
6
年
生
 

1
5』
 

⑥
中
学
校
男
子
・
⑦
女
子
釦
』
 

⑧
高
校
生
以
上
3
9歳
ま
で
の
男
子
 

如
』
 

⑨
高
校
生
以
上
3
9歳
ま
で
の
女
子
 

知
』
 

⑩
4
0歳
以
上
の
男
子

⑩
4
0歳
以
上
の
女
子

◇
表
彰
 

m
各
種
目
別
（
フ
リ
ー
を
除
く
）
の

入
賞
者
は
第
3
位
ま
で
と
し
、
賞

状
と
メ
ダ
ル
を
授
与
し
ま
す
。
た

だ
し
、
小
学
生
・
中
学
生
は
第
6
 

位
ま
で
入
賞
と
し
、
第
3
位
ま
で

に
賞
状
と
メ
ダ
ル
、
第
6
位
ま
で

賞
状
を
授
与
し
ま
す
。
 

②
参
加
者
全
員
に
記
念
品
を
進
呈
し

ま
す
。（閉
会
式
終
了
後
、
ゼ
ッ
ケ

ン
ナ
ン
バ
ー
と
引
き
替
え
に
差
し
 
 

上
げ
ま
す
。
 

◇
お
た
の
し
み
抽
選
会
 

ゼ
ッ
ケ
ン
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
抽
選

で
豪
華
景
品
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会

を
行
い
ま
す
。
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

◇
参
加
資
格
 
小
学
生
、
大
人
（
幼
児

は
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す
。
 

◇
申
込
締
切
 
6
月
7
日
困
 

た
だ
し
、
定
員
8
0
0
名
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。
 

◇
申
込
方
法
 
所
定
の
申
込
書
（
コ
ピ
 

ー
で
も
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
注
意
事
項
 

m
参
加
者
は
健
康
で
あ
り
、
所
定
の

距
離
を
完
走
で
き
る
方
な
ら
、
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

②
参
加
者
は
、
承
諾
書
を
添
え
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。示
・
中
学
生

は
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
。）
 

⑧
参
加
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害
保
険

に
加
入
し
、
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。
 

④
年
齢
の
基
準
は
、
大
会
当
日
の
満

年
齢
と
し
ま
す
。
 

⑤
開
会
式
及
び
閉
会
式
に
は
全
員
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

市
教
育
委
員
会
 
ス
ポ
ー
ッ
健
康
課

内
線
5
6
l
F
A
X
(3
4)
3
1
9
2
 

3.0 4.0 
km km 

五所川原市役所 公35-2111 	平成12年 5 月15日 6 

【
 



J
 

早
朝
テ
ニ
ス
会
員
募
集
 

ポ
プ
ラ
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
 

公
（
3
5)
2
3
4
7
 石
田
 

青
森
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー
 

移
動

相
談
室
 

五
所
川
原
郵
便

局
貯
金
保
険

課
 

公
（
3
4)
3
2
0
5
 

全
国
建
築
住
宅
デ

ー
 

五
所
川
原
市
建
築
組
A
ロ
 

公
（
3
5)
2
8
5
6
 

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル
レ
モ
ン
ズ

会
員
募
集
初

心
者
大
歓
迎
 

公
（
3
5)
4
7
3
7

藤
森
 

玉
掛
技
能
講
習
会
 

（社
）
西
北
労
働
基
準
協
会
 

公
（
3
5)
6
3
3
6
 

  

×
 

 

（
善
意
の
花
か
ご

）
 

  

ー
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ー
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五
所
川
原
市n
ミ
ュ
ニ
テ
ィカ
レ
ッ
ジ
 

（
地
域
振
興
大
学
）
講
座
開
設
 

教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
 

内
線

5
5
5

・
5
5
6
 

◇
講
座
内
容
及
び
日
時
 

各
講
座
と
も
1
3時
3
0分

ー
1
6時
 

・

6
月
1
0日
（
土）
「イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

へ
の
接
続
と
活
用
方
法
」
 

・

6
月
1
7日
（
土）
「
エク
セ
ル
9
7・
デ
 

ー
タ
の
入
力
と
書
式
の
設
定
」
 

・

6
月
2
4日
（
土）
「
グラ
フ
の
活
用
」
 

・

7
月
1
日
（
土）
「
デー
タ
ベ

ー
ス
と

し
て
の
利
用
」
 

・

7
月
8
日
（土
）
「
数式
の
利
用
」
 

・

7
月
1
5日
（
土）
「
表
計算
の
応
用
」
 

・

7
月
2
2日
（土
）
「
ワー
ド
9
7・
文
書

の
入
力
』
 

・

7
月
2
9日
（土
）
「
書
式の
設
定
」
 

・

8
月
5
日
（土
）
「
定型
文
書
の
作
成
」
 

・

8
月
1
2日
（土
）
「
ワー
プ
ロ
の
応
用
」
 

◇
場
所
 
各
日
と
も
青
森
職
業
能
力
開
 

発
短
期
大
学
校
 

◇
対
象
者
 
市内
に
住
所
を
有
す
る
社
 

会
人
又
は
市
内
に
勤
務
す
る
人
で
、
 

パ
ソ
コ
ン
未
経
験
者
・
初
心
者
。
 

◇
募
集
人
員
 
2
0人
 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

◇
募
集
期
間
 

5
月
1
9日
（金
）
ー2
5日
（
木）
 

◇
受
講
料
 
3
0
0
0
円
 

※
5
月
3
1日
ま
で
生
涯
学
習
課
へ
納
入
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

西
北
五
発

明
協
会
会
員
募

集
 

（
社
）発
明
協
会
青
森
県
支
部
西
北
五
発
明
研
究
会
 

事
務
局
市

内
湊

サ
ン
フ
ー
ズ

公
（
3
5)
1
5
0
6
 平
山
 

毎
月
研
究
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

あ
な
た
も
特
許
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。
 

◇
毎
週
火
曜
日
1
0時
ー
1
2時
 

日
立
体
育
館
（
漆
川
）
 

◇
会
費
 
1
5
0
0円

（月
額
）
 

介
護
相
談
・
法
律相
談
に
つ
い
て
専

門
家
が
無
料
で
お
答
え
し
ま
す
。
 

◇
日
時
 
6
月
7
日
（水
）
1
0時

ー
1
5時

◇
場
所
 
五
所
川
原
郵
便
局
 

※
相
談
は
、
電
話
に
よ
る
予
約
制
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

青
森
県
歯
科
医
師
会
北
五
支
部
会
内

小
原
歯
科
 
公
（
3
5)
6
7
1
ー
 

◇
6
月
3
日
（
土
）
1
3時
3
0分
ー
1
7時
 

3
0分
 

イ
 

エ
ル
ム
の
街
s
c
2
階
ェ
ル
ム
ホ
ー
ル

◇
内
容
 
無
料
歯
科
健
診
及
び歯
み
が

き
指
導
・
む
し歯
予
防
図
画
ポ
ス
タ
 

ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
展
示
（
5
 

/
3
01
6
/
4
）
、妊
婦
さ
ん
無
料

相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。
 

◇
講
習
対
象
 
つ
り
上
げ荷
重
  
・hー
 

以
上
の
玉
掛
業
務
 

◇
日
時
 
6
月
6
日
1
8
日
 

9
時
ー
1
7時
 

◇
開
催
場
所
 
学
科
 
基準
協
会
2
階
 

実
技
 
斎
勝
建
設
脚
構
内
 

◇
受
講
資
格
 
1
8歳
以
上
 

◇
締
切
 
6
月
1
日
困
か
定
員
8
0人
に
 

達
し
た
と
き
。
 

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能

講
習
会
 

◇
講
習
対
象
 
つ
り
上
げ荷
重
1
ト
ン
 

以
上
5
ト
ン
未
満
の
小
型
移
動
式
ク
 

レ
ー
ン
運
転
業
務
 

◇
日
時
 
6
月
1
3日
因
ー
1
5日
困
 

9
時
ー
1
7時
 

◇
受
講
資
格
 
満
1
8歳
以
上
 

◇
締
切
 
6
月
6
日
因
か
定
員
8
0人
に
 

達
し
た
と
き
。
 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
基
準
協
会
（
お
 
 問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
商
天
本
議
所

婦
人
会

市
田
ひ

ろ
み
講
演
会
 

五
所
川
原
商
工
会

議
所
 

公
（
3
5)
2
1
2
ー
 

◇
日
時
 
6
月
2
2日
困
 
1
3時
3
0分
 

五
所
川
原
商
工
会
館
2
階
多
目
的
ホ

レ
 

◇
演
題
 
輝
い
て
生
き
た
い
 

◇
講
師
 
市
田
ひ
ろ
み
氏
（
服
飾
評
論
 

家
）
 

◇
定
員
 
励
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
 

切
。
入
場
無
料
。）
 

◇
申
込
締
切
 
5
月
3
1日
困
 

※
当
日
、
五
所
川
原
商
工
会
館
駐
車
場
 

が
込
み
合
い
ま
す
の
で
お
車
で
の
ご
来
 

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

創
立
1
年
目
の
ク
ラ
ブ
で
す
。
ダ
ブ

ル
ス
ゲ
ー
ム
を
中
心
に
プ
レ
イ
し
て
い

ま
す
。
 

◇
日
時
 
1
0月
ま
で
の
火
・
木
・
土
・
 

日
曜
日
 
6
時
1
8
時
 

菊
ケ
丘
運
動
公
園
 
市
営
コ
 
 、

ーL
・
 
 

当
日
は
、
住
宅
相
談
も
行
い
ま
す
の
 

で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

◇
日
時
 
6
月
2
5日
回
 
9
時

ー
1
5時
 

市
役
所
前
お
ま
つ
り
広
場
 

◇
内
容
 

・

包
丁
研
ぎ
 
1
丁
 
2
0
0
円
 

・

住
宅
相
談
 

※
収
益
金
は
社
会
福
祉
協
議
会
（
寄
付
 

さ
れ
ま
す
。
 

虫
お
く
り
火
ま
「
り
一
般
参加
者
募
集
 

五
所
川
原
青
年
会
議
所
 

公
（
3
5)
4
0
4
9
 

あ
な
た
も
火
ま
つ
り
に参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
 例
年
、
8
月
に
開
催
し

て
い
ま
し
た
火
ま
つ
り
が
、今
年
は
6
 

月
に
移
行
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
火
ま

つ
り
を
盛
り
あ
げ
よ
う
。
 

◇
日
時
 
6
月
1
8日
（
日
）1
7時
3
0分
 

J
R
五
所
川
原
駅
前
集
合
 

◇
参
加
料
 
1
0
0
0円

（
貸衣
裳
代
、
 

タ
食
代
込
み
）
 

◇
締
切
 
6
月
1
2日
の
 

｛
周
習鳳
盗
切
レ
 

 

ロ 

 

幼
 

× 

◇
会
費
 
年
間
2
0
0
0
円
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

◇
対
象
 
経
験
の
あ
る
方
 

〇
安
田
金
光
さ
ん

（
高
野
字広
野
五
九
 

◇
申
込
方
法
 
コ
ー
ト
に
て
随
時
受付
v
 
e
三
六
）
H
寄
贈
（
浮
世
絵
額
一
枚）
。
 



すくすく健診 

かんたん 

手づくり 

=＝ おやつ② 

五所川原市食生活改善推進員会 

◆場 所：働く婦人の家・保健センター（新町バ 

ス停前） 

◆受付時間：12時30分から12時45分 

※3歳児健診のみは12時15分から12時30分 

◆持参するもの：母子健康手帳、バスタオル 

対 象 児 期 	日 

4カ月児健診 
平成12年 

1月生まれ 
6 月 6 日（火） 

6
 
力
 
児
 

歳
健
 
月
診
 

平成10年 
12月生まれ 

6 月27日（火） 

3歳児健診 
平
 
成
 

 
9
ワ

］
 
年

月
 

」
ま
 

れ
 

生
  

6 月15日（木） 

◆場所 働く婦人の家・保健七ンター（新町バス停前） 

開 設 日 時 間 内 	容 

母と子

の 
相談日 

6 月 7 日（水） 
6 月21日（水） 

*21日の午後は 
電話予約とな 
っています。 

10:00-- 
12:00 

13:00- 
15:00 

・各月齢での成 

長、発達、育児、 

遊び、栄養（離 

乳食等）相談 

献血のこ案内 

期 	日 時 	間 場 	 所 

6 月 2 日国 
9:30から 

11:30まで 

金山 昭和館 

脇賛五所”源市日赤奉仕団松島分団1 

成分献血 
の日 

6 月 b 日（月」 

9:30から 
14:30までト 

働く婦人の家・ 
保健センタ1 1階 

※予約制になっていますので、ご希望の方は5月30日火までに、 

はっらっ女性課へご連絡〈ださるよう、お願いいたします。 

6 月20日因 
10:00から 
16:00まで 

市役所前おまっり広場 

脇賛五所川原東日流ライオンズクラブ） 

健康相談 
各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内容：心の相談、病気の相談、血圧測定など保健 

婦が相談に応じます。 

◆持参するもの：健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

しきしまコミコニテイセンター 5月22日（月） 13:O0-15:00 

森の家（若葉） 5月24日（加 10:00~ 12:00 

馬性集会所 5月24日（加 10:00-11:30 

共栄集会所 5月26日園 11:00-12:00 

コミュニテイセンター栄 6月 1日（村 10:00-14:00 

浅井公民館 6月 5 日（月） 10:30-12:00 

錦町集会所 6月 6 日因 9:30-12:0O 

, 

Iほうれん草のむしケ一キI 

りま倉 
山津‘「h誕“ ”レ 

材料 （約8ケ分） 
a 薄力半分 	 1 00g 

ノ＼一キンクノfウダー 	ノ」、さ じ 1 
ほうれん草 	 1 20m 
牛乳 	 50cc. 
ノくニラエッセンス 	 少々 
卵 	 中 2 ケ 
砂糖 	 60g 
アルミカッフP 	 8 ケ 

作り方 

① aを合わせてふるっておく。 

②ほうれん草は茄でて水気をしぼり、 2 cm長 

さに切って牛乳、バニラエッセンスと共に 

ミキサ一にかける。 

③卵と砂糖をボ一ルに入れ、湯煎にかけなが 

らもったりするまで泡立てる。 

④③に②を混ぜ、a の粉をさっくり混ぜてア 

ルミ力ップに入れ、強火で12--13分蒸す。 

／おゃっは、食事の過ネ＼ 	一 
！足を補えるものであるこ 、 	~ 
［ とが理想とされます。野 I 	剖“， 
、 菜もおやっに混ぜ込むと ノ才’~ 

文ンと食べゃすくなりまち／ 	三‘sj会 & 

、・=1 医 _,%医讐、rii 

肝日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

m
  

「日
 

医征幸会 
対馬内科小児科医院 

五所川原市字田町4-5 34-3431 

《h
J
 

9
」
 
8
  

/
  

口口
 

医）俊栄会 
川崎胃腸科内科医院 

五所川原市字敷島町56 34-3330 

※注 1．対応時間 9:O0-17:00（電話で確認してから）。 

2．その他、消防署（救急医院案内 か34-4999）で

紹介します。 

はつらつ女性課 内線237 

すこやか発達相談 
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